














































































































































度数 ハ㌧セント 有効パーセント 累積バーセント
1年未満 8 董7．G2 17．39 ］7．39
丁～2年未満 11 23．40 23．9］ 41．30
2～3年未満 5 10．64 10．87 52．17
3年以上 22 46．81 47．83 茎00




度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
幼 6 12．77 ｛2．77 12．77
小1 4 8，5葦 8．51 21．28
小2 4 8．51 8．5］ 29．79
小3 8 17．02 17．02 46．81
小4 6 ］2．77 ｛2．77 59．57
小5 4 8．51 8．51 68．09
小6 6 12．77 12．77 8α85
中1 4 8．51 8．51 89．36
中2 2 4．26 4．26 93．62
中3 3 6．38 6．38 1GO．00













度数 バーセント 有効パーセント 累積パーセント
ある 6 ］2．77 13．04 13．G4
なし 40 85JI 86．96 100．OG






男 0（0．00） 19（4］．3G） 19
女 6（織04） 21（45．65） 27














度数 パーセント 有効ハニセント 累積パーセント
ある 季7 36」7 37．78 37．78
なし 28 5957 62．22 10000






男 7（15．56） 12（26．67） 19
女 ］0（22．22） ］6（35．56） 26











1時間未満 2 11．76 零1．76
1～3時間未満 9 52⑨4 64．71
3～5時間朱満 5 29．41 94．12




強くそう思う 5 29．4f 29．4］
まあまあそう思う 1f 64．7］ 94」2








































































































































度数 ハ㌔セント 有効バーセント 累積パーセント
かなり活かされている 臼 23．40 23．91 23．9壬
まあまあ活かされている 30 63．83 65．22 89．］3
あまり活かされていない 4 8．51 8．70 97．83
全く活かされていない 1 2．13 2ヨ7 ］00．OG





度数 パ魂ント 有効パーセント 累積パーセント
かな9活かされている 5 1α64 1α87 10．87
まあまあ活かされている 29 6］．70 63．04 73．9］
あまり活かされていない ］1 23．40 23．91 97．83
全く活かされていない 1 2．13 2ヨ7 ｜OG．00




度数 パーセント 有効介一セント 累積パーセント
かなり活かされている 4 8．51 8．70 8．70
まあまあ活かされている 16 34．04 34．78 43．48
あまり活かされていない 22 46．81 47．83 9］．3G
全く活かきれていない 4 8．5葦 8．7G ］00．00


























度数 　．nーセント 有効パーセント 累積パーセント
かなり活かされている 6 12．77 13．04 ］3．04
まあまあ活かされている 32 6aO9 69．57 82．61
あまり活かされていない 8 17．02 17．39 100．00




度数 パーセント 有効ハ≒セント 累積パーセント
かなり活かされている 7 14．89 15．22 15．22
まあまあ活かされている 36 76．60 78．26 9348
あまり活かされていない 2 4．26 4．35 97．83
全く活かされていない 葦 2．13 2．’7 10α00
小計 46 97．87 100．00
欠損値 1 2戊3
合計 47 100．00
への参加には経験が活かされているが，地域での活動にはこれ
が活かされそうにない，と感じていることも読みとれる。ここ
では，補習校の所在地が異文化社会であることを考慮しなけれ
ばならないが，学校を超えた地域での活動まで，主体的な参加
意識を広げるのは，それほど容易なことではないようである。
おわりに
　以上，在外教育施設の補習授業校における親の学校運営参加
意識をみてきた。ここで，まとめてみると，次のようになる。
　親たちは，これまでに学校運営に主体的に参加した経験はな
かったが，補習校で参加を経験し，その経験を肯定的に捉え，
自分の子どもやよその子どもや他者の理解に役立っていると考
えている。そして，主体的な学校運営にもその経験が活かされ
注
1　浦野東洋一『学校評議員制度の新たな展開』，学事出版，
　2001年を参照。学校評議員制度に関わった開かれた学校づく
　りについては，理論と実践が紹介されている。特に実践編で
　は，親（保護者）が関わった学校運営の3事例が参考になる。
　　また，日本の学校評議員制度を考える上で，イギリスの場
　合から，親や地域住民が学校理事会という組織でどのように
　学校運営に関わっているかを検討した文献は次を参照。
　　新潟県教育総合センター編『イギリスの教育改革と学校理
　事会』，アドバンテージサーバー，2GO2年。
2　親の学校参加に関する国際比較研究については，次の科研
　費報告書を参照。
　　一見真理子（研究代表）『親の学校参加に関する国際比較
　研究』，科研費中間報告書，2001年3月。
　　一見真理子（研究代表）『親の学校参加に関する国際比較
　研究』，科研費最終報告書，2002年3月。
3　土佐の教育改革については，資料集としては，関連資料を
　緻密に集めて作られた次の2冊が最も詳しい。
　　高知大学「開かれた学校づくり」研究会，『「開かれた学
　校づくり」資料集1』，2001年3月。
　　高知大学欄かれた学校づくり」研究会，『「開かれた学
　校づくり」資料集丑，2002年3月。
　　また，土佐の教育改革については，その基盤となった「土
　佐の教育を考える会」の討議を追った次の文献が詳しい。
　　高知新聞社，『土佐の教育改革を考える』，高知新聞社，
　1997年。
4　最低100人の児童・生徒で1人の派遣教員で，後は400人ご
　とに1人の派遣教員となる。この他，派遣教員の補習校での
　任務については，互井俊之『南十字星の砂時計　オーストラ
　リア・クイーンズランド補習校の日々』，創友社，1999年，
　2G－21頁。
5　補習校に関する文献には，次の3冊がある。
30 柿内真紀：補習授業校にみる親の学校運営参加意識
　岩閲浩『小さな大使の異文化体験一アメリカの学校・日本
語補習校の実際一』，学苑社，1992年。
　互井俊之，前出，1999年。
　生野康一『五大湖の微笑み　北米・デトロイトりんご会補
習校奮闘記』，創友社，20⑪0年。
　これらは，派遣教員，もしくは校長として補習校の運営に
関わった著者たちによって書かれたものである。
